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はじめに（会社概要）

■設■設■設■設 立立立立 昭和５９年７月２日昭和５９年７月２日昭和５９年７月２日昭和５９年７月２日

■従業員数■従業員数■従業員数■従業員数 ６４６名６４６名６４６名６４６名（（（（平成２８年平成２８年平成２８年平成２８年３月末）３月末）３月末）３月末）

■資■資■資■資 本本本本 金金金金 １００億円１００億円１００億円１００億円（四国電力１００％子（四国電力１００％子（四国電力１００％子（四国電力１００％子会社会社会社会社））））

■売■売■売■売 上上上上 高高高高 ３３６億円３３６億円３３６億円３３６億円（（（（平成平成平成平成２７２７２７２７年度年度年度年度））））

■認可・許可等■認可・許可等■認可・許可等■認可・許可等

（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）
◇認定電気通信事業者：総務大臣◇認定電気通信事業者：総務大臣◇認定電気通信事業者：総務大臣◇認定電気通信事業者：総務大臣

◇◇◇◇ 情報セキュリティマネジメントシステム（情報セキュリティマネジメントシステム（情報セキュリティマネジメントシステム（情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS：：：：ISO27001）））） ：：：：JQA 

◇◇◇◇ プライバシーマーク制度（プライバシーマーク制度（プライバシーマーク制度（プライバシーマーク制度（JIS Q 15001）：）：）：）：JIPDEC

◇◇◇◇ 品質マネジメントシステム（品質マネジメントシステム（品質マネジメントシステム（品質マネジメントシステム（ISO9001）））） ：：：：JQA 

◇◇◇◇ ITサービスマネジメントシステム（サービスマネジメントシステム（サービスマネジメントシステム（サービスマネジメントシステム（ISO/IEC20000）：）：）：）：JQA

◇◇◇◇ 情報セキュリティ適合証：情報セキュリティ適合証：情報セキュリティ適合証：情報セキュリティ適合証：JQA(Powericoの情報セキュリティ関連における適合性評価の情報セキュリティ関連における適合性評価の情報セキュリティ関連における適合性評価の情報セキュリティ関連における適合性評価)

※※※※ ISMS(Information Security Management System)ISMS(Information Security Management System)ISMS(Information Security Management System)ISMS(Information Security Management System)：情報セキュリティに関するマネジメントシステム：情報セキュリティに関するマネジメントシステム：情報セキュリティに関するマネジメントシステム：情報セキュリティに関するマネジメントシステム
JQA(JapanJQA(JapanJQA(JapanJQA(Japan Quality Assurance Organization)Quality Assurance Organization)Quality Assurance Organization)Quality Assurance Organization)：一般財団法人：一般財団法人：一般財団法人：一般財団法人 日本品質保証機構日本品質保証機構日本品質保証機構日本品質保証機構
JIPDEC(Japan Institute for Promotion of  Digital Economy and Community)JIPDEC(Japan Institute for Promotion of  Digital Economy and Community)JIPDEC(Japan Institute for Promotion of  Digital Economy and Community)JIPDEC(Japan Institute for Promotion of  Digital Economy and Community)：一般財団法人：一般財団法人：一般財団法人：一般財団法人 日本情報経済社会推進協会日本情報経済社会推進協会日本情報経済社会推進協会日本情報経済社会推進協会
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はじめに（事業内容）

事業事業事業事業

内容内容内容内容

ＨＨＨＨ２７年度２７年度２７年度２７年度
売上高売上高売上高売上高

情報事業情報事業情報事業情報事業通信事業通信事業通信事業通信事業

●ＳＩ●ＳＩ●ＳＩ●ＳＩコンサルティングコンサルティングコンサルティングコンサルティング

●システム●システム●システム●システム開発開発開発開発

●ＥＲＰ導入●ＥＲＰ導入●ＥＲＰ導入●ＥＲＰ導入支援支援支援支援

●システム導入●システム導入●システム導入●システム導入支援支援支援支援

●システム運用保守●システム運用保守●システム運用保守●システム運用保守

●ピカラ光●ピカラ光●ピカラ光●ピカラ光サービスサービスサービスサービス
・ピカラ光ねっと・・ピカラ光ねっと・・ピカラ光ねっと・・ピカラ光ねっと・でんわでんわでんわでんわ
・お仕事ピカラ・・お仕事ピカラ・・お仕事ピカラ・・お仕事ピカラ・でんわでんわでんわでんわ
・まるごとピカラ・まるごとピカラ・まるごとピカラ・まるごとピカラ などなどなどなど

●クラウドサービス●クラウドサービス●クラウドサービス●クラウドサービス
・クラウドサーバー・クラウドサーバー・クラウドサーバー・クラウドサーバー
・データバックアップ・データバックアップ・データバックアップ・データバックアップ などなどなどなど

●データセンター●データセンター●データセンター●データセンター
・ハウジング・ハウジング・ハウジング・ハウジング
・システム監視・保守・システム監視・保守・システム監視・保守・システム監視・保守 などなどなどなど

●ユーザー環境構築●ユーザー環境構築●ユーザー環境構築●ユーザー環境構築
・ＩＴセキュリティ環境構築・ＩＴセキュリティ環境構築・ＩＴセキュリティ環境構築・ＩＴセキュリティ環境構築
・ネットワーク環境構築・ネットワーク環境構築・ネットワーク環境構築・ネットワーク環境構築

などなどなどなど

個人向け（ピカラ光）個人向け（ピカラ光）個人向け（ピカラ光）個人向け（ピカラ光） 法人向け等法人向け等法人向け等法人向け等 ＰＦＰＦＰＦＰＦ（（（（ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）））） ＳＩＳＩＳＩＳＩ（ｼｽﾃﾑ（ｼｽﾃﾑ（ｼｽﾃﾑ（ｼｽﾃﾑ開発開発開発開発））））

●●●●広域イーサネット広域イーサネット広域イーサネット広域イーサネット
サービスサービスサービスサービス、、、、
専用専用専用専用線サービス線サービス線サービス線サービス

●インターネット接続●インターネット接続●インターネット接続●インターネット接続
サービスサービスサービスサービス

●●●●電話電話電話電話サービスサービスサービスサービス

●ダイヤルアップ●ダイヤルアップ●ダイヤルアップ●ダイヤルアップ、、、、
ＣＡＴＶインターネットＣＡＴＶインターネットＣＡＴＶインターネットＣＡＴＶインターネット
サービスサービスサービスサービス

１２２億円１２２億円１２２億円１２２億円

（（（（３６％３６％３６％３６％））））

１０４億円１０４億円１０４億円１０４億円

（（（（３１％３１％３１％３１％））））

６３６３６３６３億円億円億円億円

（（（（１９％１９％１９％１９％））））

４７４７４７４７億円億円億円億円

（１４％（１４％（１４％（１４％））））
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はじめに（電話事業への取り組み）

（１５ফڽ）２００３ফٳ ４月
０５０ ＩＰ電話（フォーユーコール）開始

１０月（１６ফڽ）２００４ফٳ
０AB-J ＩＰ電話（ピカラ光でんわ）開始

（１８ফڽ）２００６ফٳ １月
企業向け0AB-J ＩＰ電話（光でんわオフィス）開始

１０月（１８ফڽ）２００６ফٳ
小規模事業者向け0AB-J IP電話（お仕事ピカラ光でんわ）開始

四国内の１６万を超える個人・法人のお客さまに弊社電話
१ービスをごਹ用いただいております。



Copyright© 2016 STNetSTNetSTNetSTNet All Rights Reserved.

ご説明要旨

૛点１
弊社の基本的な考え方

૛点２
今後検討するうえでの

視点

૛点３
挔ষ後のIP網の在り方

（１）検討にあたっての
主なテーマ

（２）ハブ機能の具体的な
在り方等

（３）事業者間精算および
番号ポータビリティ

5
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（イ）挔ষ後のIP網（国内の電話網）の形態およびそれに直接関係する
課題を最優先課題として検討してほしい

（ロ）ハブ機能の在り方について検討する際は、技術的側面以外に少なく
ともコスト負担面をధষして検討する૑要があります

（ハ）「ਹ用者保૧」や「公正な競争挳挌のન保」を೐持するのに適જな
法規制や事業者間ルールは重要であり、委員会の場等で検討して
ほしい

૛点１．弊社の基本的な考え方

૛点１ ૛点３૛点２
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૛点２．今後検討するうえでの視点

事業者の視点 委員会の視点
・個別最適（個別費用の
最小化）を重視しがちになる

・実際の設備構築・運用に
即した検討が可能である

・事業者間のৡ関係が影響
する恐れがある

・শ਋的視点や全体最適
（全体としての捓૨化）を
判断できる

・大規模災害にৌするᅵশ性の
ન保といった経ੋ়৶性以外
の側面も考慮できる

・公平公正なয়場ऊै事業者間
競争を担保するルール・
チェック機能の在り方を検討
できる

রশ਋的にਹ用していくIP電話網の在り方を考えていくうえでは、事
業者の視点だけでなく、電話網挔ষ৞ෟ化委員会等における公平公正
ऊつ全体的な視点にয়った検討を要望いたします

૛点１ ૛点３૛点２
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૛点３．挔ষ後のIP網の在り方

（技術面）
挔ষ後のＩＰ網
の在り方

（ユーザਹ用મ面）
電話મসの在り方

（コスト負担面）
事業者間接続મ
の在り方

・੟৶的なＩＰ網の
実現可能性と
優༄ૻຎ

↓
૚捶৮૛のল発点

・ＩＰ網にふさわしい
簡素なમস体揀が
望ましい

・従来の概挡にኇわれる
ことなくIP網にふさわ
しい費用負担方法が
望ましい

・接続મ算定の簡素化

３つのテーマがお൩いにഡ接に関係しているため、ధষした৮૛が૑要

૛点１ ૛点３૛点２

（１）検討テーマ
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（２）ハブ機能の具体的な在り方等

（イ）ハブ機能の
在り方

・ハブ機能は、全ての電話事業者がુ通にਹ用するイথフラ基ೕです。
（直接接続を除くﾄﾗﾌｨｯｸは、全てこのハブを経由して交換される）
ハブ機能の技術面だけでなく、将来にわたる運用の安定性、公平な
費用負担、ᅵশ性なन掓ઁい視点で客掺的な判断をしていただきた
いと考えます

（ロ）運営主体
・ハブ機能の運営主体は、いङれऊのড়間事業者であっても঳定の
（ষ৆ਊ局による）૰視・チェックのৣで્定事業者の個別ਹ害に
影響されない形で運営するべきと考えます

（ハ）接続POI
・大規模災害やトラフィックの発生状況を踏まえ、大きな地域ブロッ
ク（ਨਲ੊عృ拰）൐に接続地点を設けるべきと考えます

（参考－１、２）

（二）コスト負担の
ルール

・従来の「接続を希望する事業者が接続地点まで持っていく=コスト
負担する」というルールを、事業者間の通話トラフィックが双方向
ऊつ上りৣりともほऻ಑等という実態を踏まえ、ৄ直すべきと考え
ます。

・ついては、ＩＰ電話時代に適した公平公正な負担ルールを採用
すべきと考えます。
（捁えयコスト負担は、事業者の割ਊ番号ਯৄ়い等）

૛点３．挔ষ後のIP網の在り方

૛点１ ૛点３૛点２
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（イ）事業者間
精算

・簡素な精算化に賛成します
・従来のളහな仕組みऊै簡素化することは、મস३ステ঒
の簡素化にもつながります

（ロ）双方向番号
ポータビリティ

・双方向番号ポータビリティは、ਹ用者のਹ೶性向上にఞ拜
するものとੳ掟しております。
なお、双方向番号ポータビリティ導入の是非については、技術面
にਸえコスト面の検討や２０２５ফ以ఋの৘場挳挌をৄྚえて
慎重に判断していただきたいとと考えます。

（３）事業者間精算および双方向番号ポータビリティ

10
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૛点１ ૛点３૛点２



Copyright© 2016 STNetSTNetSTNetSTNet All Rights Reserved.

８割８割８割８割

本州

四国

（参考－１）弊社電話१ービスのਹ用状況

２２２２割割割割

弊社電話の発着信は、四国域内（他事業者向け含む）が
8割以上を占めます

11
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弊社網

事業者間接続
（ハブ）機能

②他事業者と
の四国域内
の通話がਂ可

他事業者網

⋇四国ऊै掤れた、
収容局の周辺で災害が発生

（参考－２）四国域外で発生した災害が四国域内の通話に影響

収容局収容局収容局収容局



Copyright© 2016 STNetSTNetSTNetSTNet All Rights Reserved.


